は ぢらひ 

含羞 



- 在りし 曰の 歌- 



な に ゆ ゑに こ、 ろかく は羞ぢ らふ 

秋 風 白き 日の 山 かげな りき 

椎の 枯葉の 落 窪に 



せつなき に 泣き も 得せず て 

この 日頃 闇 を 孕めり 

とほ 

遐き空 線条に 鳴る 

海峡 岸 冬の 暁 風 

しろ ばら くわべ ん 

白 薔薇の 造化の 花瓣 

凍てつ きて 心 も あらず 

明けき 日の 乙女の 集 ひ 

それらみ な ふるの わが 友 

へ んリ ようけ い しゅうせ つめん 

偏 菱形 = 聚接面 そ も 



夜 更の雨 

—— ヹ ルレ— ヌの 面影- 



雨 は 今宵 も 昔 ながらに、 

昔 ながらの 唄 を うたって る。 

だらだら だらだら しっこい 程 だ。 



と、 見る ヹル 氏の あの 図 化が、 

倉庫の 間の 路次を ゆく の だ。 

,» っぱ ひか リ 

倉庫の 間に や 護謨 合羽の 反射 だ。 

それから 泥炭の しみ たれた 巫 戯け だ。 

さて この 路次を 抜けさへ したら ば、 

抜けさへ したら と ほのかな のぞみ だ… 

いやはや のぞみに や 相違 も あるまい？ 

自動車 なん ぞに 用事 は ない ぞ、 



青い 瞳 



1 夏の 朝 



かなしい 心に 夜が 明けた、 



青い 瞳 は 動かなかった、 

いたいたしくて 美しかった！ 

私 はい ま は 此処に ゐる、 黄色い 灯影に。 

あれから どうな つたの かしらない …… 

あ、、 『あの 時』 は あ、 して 過ぎつ、 あった！ 

あ を 

碧い、 噴き出す 蒸気の やうに。 



2 冬の 朝 



それから それが どうな つたの か …… 

それ は 僕に は 分らなかった 

と に かく 朝霧 罩 めた 飛行場 か ら 

機影 はもう 永遠に 消え去って ゐた。 

されき 

あとに は 残酷な 砂礫 だの、 雑草 だの 

き 

頰を 裂る やうな 寒さが 残 つ た。 

くう まく .1 よま 

—— こんな 残酷な 空寞 たる 朝に も猶 

人 は 人に 笑顔 を 以て 対さねば ならない と は 

なんとも 情ない ことに 思 はれる のだった が 

それな のに 其処で もまた 



笑 ひ を 沢山 湛 へた 者 ほど 

優越 を 感じて ゐ るので あった。 

陽 は 霧に 光り、 草葉の 霜 は 解け、 

遠くの 民家に 鶏 は 鳴いた が、 

霧 も 光 も 霜 も 鶏 も 

みんな 人々 の 心に は沁 まず、 

人々 は 家に 帰って 食卓に ついた。 

(飛行機に 残ったの は 僕、 

バ ットの 空箱 を 蹴って みる) 



遅鈍な 子供の 白血球と は、 

それな 獣 を 怖がらす。 

黒い 夜 草深い 野の 中で、 

一 匹の 獣の 心 は 燻 る。 

黒い 夜 草深い 野の 中で II 

太古 は、 独語 も 美しかった— …… 



冬の 日の 記憶 

昼、 寒い 風の 中で 雀 を 手に とって 愛して ゐた 子供 

,、ゝ 、 

力 

夜に なって、 急に 死んだ。 

次の 朝 は 霜が 降った。 



長の 年月 疲れの ために 

国道 い ゆけば 秋 は 身に 沁む 

なんでも ないて ば なんでも な. 

ぼくり 

木履の 音 さへ 身に 沁みる 

陽 は 今 磧の 半分に 射し 

むぎ やう いかだ 

流れ を 無形の 筏 は とほる 

野原 は 向 ふで 伏せって ゐ るが 

連れ だつ 友の お道化た 調子 も 

不思議に 空気に 溶け 込んで 



冷たい 夜 



冬の 夜に 

私の 心が 悲しんで ゐる 

悲しんで ゐる、 わけもなく…. 

心は銷 びて、 紫色 をして ゐる。 



老いた る 者 をして 

—— 「空しき 秋」 第 十. 



せいひつ うち 

老いた る 者 をして 静謐の 裡 にあら しめよ 

そ は 彼等 こころゆくまで 每 いんため なり 



吾 は 悔いん こと を 欲す 

まこと 

J h ろ ゆく まで 悔 ゆる は 徇 に 魂 を 休 むれば なリ 

あ、 はてし もな く涕 かんこと こそ 望まし けれ 

父 も 母 も 兄弟 も 友 も、 はた 見知らざる 人々 を も 忘 

れて 

しののめ 

東 明の 空の 如く 丘々 を わた リ ゆく 夕べ の 風の 如く 

はたな びく 小 旗の 如く 涕 かんかな 

ある 

或は また 別れの 言葉の、 こだまし、 雲に 入り、 野 



犬の み 覚めた る 冬の 夜 は 

影と 煙草と 僕と 犬 

え もい はれない カク テ— ル です 



2 



空気より よい もの はない のです 

それ も 寒い 夜の 室内の 空気より もよ いもの はない 

のです 



それにしても 今日は 好い お天気で 

さっきから 沢山の 飛行機が 飛んで ゐる 

ョ I ロッパ 

—— 欧羅巴 は 戦争 を 起す のか 起さな いの か 

誰が そんな こと 分る もの か 

今日は ほんと に 好い お天気で 

空の 青 も 涙に うるんで ゐる 

ポプ ラ がヒラ ヒラヒ ラヒラ して ゐて 

子供 等 は 先刻 昇天した 

もはや 地上に は 曰 向 ぼ つ - をして ゐる 



一の 夜に 覚めて みた 夢 



眠らう として 目 をば 閉ぢ ると 

真ッ 暗な グランドの 上に 

その 日 昼み た 野球の ナインの 

ュ ニホ —，. ^ばか リ ほのかに 白く- 



春と 赤ン坊 



菜の 花畑で 眠って ゐ るの は…. 

菜の 花畑で 吹かれて ゐ るの は. 

赤ン坊 ではない でせ うか？ 



, え、 空で 鳴る の は、 電線です 電線です 



頑是ない 歌 



思へば 遠く 来た もんだ 

十二の 冬の あの 夕べ 

港の 空に 鳴り響いた 

P げ 

汽笛の 湯気 は 今 いづこ 



お道化うた 



月の 光の そのこと を、 

めくらむ すめ 

盲目 少女に 教へ たは、 

ベ— ト— ヹン か、 シュ —、. 

俺の 記憶の 錯覚が、 

今夜と ちれて ゐる けれど、 



ト 



思 ひ 出 



お天気の 日の、 海の 沖 は 

なんと、 あんなに 綺麗なん だ. 

お天気の 曰の、 海の 沖 は 

まるで、 金 や、 銀で はない か 



今 はぶきみ に、 た、 > '立って ゐる 

雨の 降る 日 は、 殊に もぶ きみ 

晴れた 日 だとて、 相当ぶ きみ 

相当ぶ きみな、 煙突で さへ 

今ぢ やどう さ へ 、 手出し も 出来ず 

ぼうだい ふるつ はもの 

この 尨大な、 古強者が 

時々 恨む、 その 眼 は 怖い 

その 眼 は 怖くて、 今日 も 僕 は 

浜へ 出て 来て、 石に 腰掛け 



わが 半生 



私 は 随分 苦労して 来た。 

それが どうした 苦労で あつたか、 

語らう なぞと はつゆ さへ 思 はぬ n 

また その 苦労が 果して 価値 の 

あった ものかなかった もの か、 



独身者 



石鹼 箱に は 秋風が 吹き 

郊外と、 巿街を 限る 路の 上に は 

お ほ はらめ 

大原 女が 一人 歩いて ゐた 



-彼は 独身者であった 



手繰り 下ろさう と 僕 は したが、 

綱 も なければ それ も 叶 はず、 

旗，^ また ま，， こ ば..， こめく 、まかり、 

空の 奥処に 舞 ひ 入る 如く。 

あ ノ.， こ 

かかる 朝 を 少年の 日 も、 

屢々 見たり と 僕 は 憶 ふ。 

かの 時 は そ を 野原の 上に、 

今 はた 都会の 甍の 上に。 

かの 時 この 時 時 は 隔 つれ、 



ゆきて か へらぬ 

京 者 I- 



僕 は 此の世の 果てに ゐた。 陽 は 温暖に 降り 洒ぎ、 

風 は 花々 揺って ゐた。 



女た ち は、 げに慕 はしい ので はあった が、 一度 

とて、 会 ひに 行かう と 思はなかった。 夢み る だけ 

で 沢山だった。 

名状し がたい 何物 か >、 たえず 僕 をば 促進し、 

目的 もない 僕ながら、 希望 は 胸に 高鳴って ゐた。 

氺 



また 来ん 春. 



また 来ん 春と 人 は 云 ふ 

しかし 私 は 辛い の だ 

春が 来たって 何に なろ 

あの 子が 返って 来る ぢ やな 



おもへば 今年の 五月に は 

お まへ を 抱いて 動物園 

にゃあ 

象 を 見せても 猫と いひ 

- J や あ 

鳥 を 見せても 猫だった 

最後に 見せた 鹿 だけ は 

角に よっぽど 惹 かれて か 

何とも 云 はず 眺めて た 

ほんに お まへ も あの 時 は 

此の世の 光の た V 中に 



月の 光 その 一 



お、 チル シスと ァ マントが 

庭に 出て 来て 遊んで る 

よ ひ 

ほんに 今夜 は 春の 宵 

も. P 

なまあった かい 靄 も ある 



xt f 言 



村の 大きな 時計 は、 

ひね もす 動いて ゐた 

その 字 板の ぺ ンキは 

つや 

もう 艷が 消えて ゐた 



とし 

齢 をと つても 髪に 緑の 油 をつ けて た。 

夜毎 喫茶店 にあら はれて、 

そこ さま 

其処の 主人と 話して ゐる様 は あ はれげ であった。 

死んだ と 聞いて はいつ そう あはれ であった。 
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—— 幻滅 は 鋼の いろ。 

つや 

髪 毛の 艷と、 ラム プの 金との 夕まぐれ 

庭に 向って、 開け放 たれた 戸口から、 

彼 は 戸外に 出て 行った。 

剃りた ての、 頸条も 手頸 も 

どこも かしこ も そ は そ はと、 

寒かった。 

開け放 たれた 戸口から 

每 K は、 虱と 一 緒に 容赦な く 



吹 込んで ゐた。 

読書 も、 しむみ りした 恋 も、 

たそがれ 

あたたか いお 茶 も 黄昏の 空 とともに 

風と ともに もう 其処に はなかった。 
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彼女 は 



処女の 名前 は、 来 子と 云った。 

夏に は、 顔が、 汚れて みえた が、 

冬 だの 秋に は、 きれいであった。 

—— か ぼ そい 声 をして をった。 

むすめ 

二十 八 歳の その 処女 は、 

お 嫁に 行けば、 その 病気 は 

.S ま 

癒る かに 思 はれた。 と、 さう 思 ひながら 

むすめ 

私 はたびた び 処女 をみ た …… 

しかし 一度 も、 さう と 口に は 出さなかった 



自殺し なけ あな りません。 

愛する ものが 死んだ 時には、 

それより 他に、 方法がない。 

けれども それでも、 業 (？) が 深くて、 

なほ もながら ふこと ともなったら、 

奉仕の 気持に、 なること なんです。 

奉仕の 気持に、 なること なんです。 



愛する もの は、 死んだ のです から、 

たしかに それ は、 死んだ のです から、 

もはや どうに も、 ならぬ のです から、 

そのもの のために、 そのもの のために、 

奉仕の 気持に、 ならな けあならない。 

奉仕の 気持に、 ならな けあならない。 
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まるで これで は、 玩具の 兵隊、 

まるで これで は、 毎日、 日曜。 

神社の 日向 を、 ゆるゆる 歩み、 

知人に 遇へば、 にっこり 致し、 

あめう リぢぢ い 

飴 売 爺々 と、 仲よ しにな り、 

鳩に 豆 なぞ、 パラパラ 撒いて、 

まぶしく なったら、 日蔭に^ 入り 

そ - J で 地面 や 草木 を 見直す。 



苔 はまこと に、 ひんやり いたし、 

いはう やうな き、 今日の 麗日。 

参詣人 等もぞ ろぞろ 歩き、 

わたし は、 なんにも 腹が立たない。 

((まことに 人生、 一 瞬の 夢、 

ゴム 風船の、 美し さかな。)) 

空に 昇って、 光って、 消えて —— 



それでも、；； I をポ— ッ とさせる 

まことに、 人生、 花嫁御寮。 
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ではみ なさん、 

喜び 過ぎず 悲 し み 過ぎず、 

テム ポ 正しく、 握手 をし ませう 



ら、 十五 年間の 詩 生活で ある。 

長いと いへば 長い、 短い といへば 短い その 年月の 間 

に、 私の 感じた こと 考へ たこと は尠 くない。 今 その 

概略 を 述べて みようかと、 一寸 思って みる だけで も 

ゾッ とする 程 だ。 私 は 何にも、 だから 語らう と は 思 は 

ない。 た y 私 は、 私の 個性が 詩に 最も 適する こと を、 

確実に 確かめた 日から 詩 を 本職と したので あった こと 

だけ を、 ともかくも 云って おきたい。 

私 は 今、 此の 詩集の 原稿 を 纏め、 友人 小林秀 雄に 托 

し、 東京 十三 年間の 生活に 別れて、 郷里に 引 籠る ので 

ある。 別に 新しい 計画が あるので もない が、 いよいよ 
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